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教授し共ノ：境界ノい H ・H ・－・＇.
~／生L ソノ 上界ハ右下｜恨股， 内ハ~＇1-'f ノ「f1 rJ~，タトハ右外fll~flJ ノ線， 下ハ~干宇治迄デア リ
？スー 1
教授Lソノ他目J＇［ツ事ハ・・ H ・H ・.-, 
車生L硬口葦ハ穿孔シ舌ガ露出シテ居リ 7 ス寸





ノ、腎臓）伝或ハc'j・：月形テ皇シ 7 ス。 然 Jレニ本患者テハ反岱！ニ潰場而ハ他康部ニ針シ凡テr¥Jf£
テ示シテ 才リマスカ ラ治癒傾向ハナイト云ツテヨ fノデアリ？ス。術叉他康ナ ｝J.,表l瓦中Il胞




















igkcit) Iーツノ重要ナ症候デ従ツテ此ノ疾忠ハ悪性臆務デ．アルト静断セネパナリ 7 セン。
鑑別スルモノニハ栴毒性出湯（UkusSyphiliticum）カ、アリ♂スガ，此ノ揚合ニハ何庭カ
ニザi'J.色tノ傾向がアリ マス。品川妥性ノ揚合ニハm湯尚iノ肉_!f：が）占！縁ニ於テ日ljニ堤防}j｝＼ニ高、．
ツテ才 Jレ事ハナク琳坑 （unterminieren）シア店 7 ス。編ノ揚合＝ハ知費異常がアリ 7 ス。
此ノ忠者ニハ之等ノ症t!J（ハアリ7 セン。自Hチ此ノ患者 Jハ抵蝕性潰蕩（Ulcus rod ens s. 
exedens）ダアリマス。此ノ；最初ハノj、ナ Jレ上皮細胞カラ出テ来Jレモノテ．スカラ Ulcus can・
crosum rodens s. exedensトモ名ツ’クラレ7 ス，之ハ癌腫Jl種デアリマス 1
患者第2 小Oょ0 43歳♀
既性症 ~，：；l( ノ l災／1官i頴部ニ＼Af｝割五ノモ ノテ生 ジ ， ソノ部分ヵー・桜侠性ニi白癒L禿醐ト j
ツタ ノパ；tニLカヅフ’（Peri.iじkc）テツうテ！,tiタ。















教授L健康部へ移行スJレ所ハ・，.・ H ・－，或ハ周囲カラハ・ H ・H ・－1
験生L・H ・H ・－1







デアリ 7 ス。今一ツノ或ル部分ハU＇，血性デ或）~所ハ開ク凹ング｝，•： リ Y ス。之苛ノ所見ョリ
シア此ノ ~J:Wハ病的肉芽組織ト診断セキパナリ 7 セヌ。
縄診シ 7 スト・...・H ・－寸
製生L特｝ljノ温度ノ上昇ハアリマセン寸
教授」周闇カラ堤防Aニ高ツテ才 Jレ所／硬サハ・H ・H ・－・1
康生L弾力性硬1
教授し／叶玉、ソレダ歴テ加へテモ腫向（Delle）ハ残リ 7 七ン。ソノ他急性炎症ノ品川kハア










開カセ Jレトt貴蕩ノスク‘下テ守筋肉（：＼£.tempuralis) J動クノカワドljリT ス， 故ニ此ノ i貴蕩ハ顕










教授し左様， 此ノモノハーツノ潰蕩デアリ 7 シテ， 普通ア 7 リ大キクハナリマセン，





テ出 シ7 ス。破壊スル傾向ハ少イナレドモ陣移テラlミシ7 ス。 ソノ他ニハ……・・1
尾忠生し……．．．「
紅花，＿）;l.;J亙細胞が'i.(Basalzellcn krel脳）ガアリ 7λ。特iナギハ描細胞間ニi本巴H空間隙テ形
成シ， 1tL ツテ海綿椋ニ歴紛l~E ヵ吊アリ． 一旦ir!J易： n'.1i テ生スソレト ij本巴7#i カ勺；国クナリ，粧過ハ；~lj
合ニ長クq1事移ハ作リマセン。主i：腫デナイist泌ニハドノ拡ナモノガアリマスカ l
感生L...…．．．「
教授L蛇行性潰童話（U!cusserpens）ガアリ 7 ス。ソノ他深部テ犯スモノデ， 19］へパ陰輩亀
頭ナドーヨク来Jレ毛／二位蝕性潰蕩（Ulcusphageclaenicum）ト云フノガアリマス，併シ之
等ハ抑腫制：iti錫トハ別ノモノデアリ 7 ス。 ソヲシ 7 スト以後ニj\i;j腫’l~l:ifi'傷（Karzin川11-
μ刈 liwiir）ニ特千if .'.J~ テ刈取シテ御覧、ナサイ寸
s.1＜いl::L~~l. 病世ノアル所ハ健康部ニ針シテ凸形テ呈シ， ifiJ:念ノ傾向ノ t1 ~＇｝； o 
t,l¥'.l. Jli l封カ。皮肉水平田iヨリI是防欣ニi吉jツテオ Jレ事。
第3. 潰宮テ形成シ テ屑 Jレ肉芽カe大小不同デ且ツi漬蕩ノ長面カs凹凸不正ノ事，又壊痘ヤ
H\Jfnι~$ テ示ス事。
第4. 指腰ニヨリ焔臆礼テ出ス事。
｝?｛??? II 本外科 1苦闘第九巻第＇~＇ t皮
2花5. E更リカ
第6. 輔移ノアJレー：F'

































患者第2例ハ定型的ノ Kankroid ーシテ上皮細胞ハ大小不同甚シク． 且酸性色素ニ着色
セラレ易キ角化上皮細胞ノ Perlen様集圏テ所在ニ散見ス。
後記第2Wl表皮痛ニテハ術後40日目ニ以前ノ潰蕩アリシ部ノ下縁ニ近ク．蹴豆大ノ硬








? ? ? ? ?
、???????????????
per continuitat巴m （連続的ニ周聞ニ準行ス）
f ) haematogen 




4. per disseminationem 程腔腸管腔等ニ矯種性ニ叢生ス。
